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第４章 市民活動の現状と課題

１ 人口と世帯の状況

（１）国勢調査によると、本市の人口は減少が続いており、平成２７年の人口は

２６８,５１７人で、前回調査（平成２２年）に比べると１２,４３０人の減少となり、減

少率４.４％は過去最大となっています。また、年齢別にみると、15歳未満や、15～

64歳の割合が減少し、高齢化率は30％を超えており、全国より早い速度で人口減少・

少子高齢化が進んでいます。（図５,６参照）

（２）世帯数は１１万６,２９８世帯で、前回比で１,８８０世帯（１.６％）減少しています。

１世帯当たりの人数は２.３１人となり、単身世帯の増加や核家族化がさらに進んでいる

ものと考えられます。（図７参照）

【図５ 人口の推移】 【図６ 年齢別人口割合の推移】

【図７ 世帯の推移】

資料：国勢調査
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２ 市民の現状と課題

現 状

（１）市民意識調査によると、平成２６年度調査時に比べ「市民協働参画（パートナーシッ

プ）」、「参画」の認知度は高くなっているものの（市民協働参画について「よく知って

いる」「知っている」と回答した人の割合 平成２６年度 10.6％⇒令和元年度

21.3％）、「まったく知らない」の回答が約半数を占めており、意味や効果が広く理解

されていないことが示されています。（図８参照）

（２）参画の経験について、「参画したことがある」市民の割合は増えている（下関市内で

市政へ参画したことがある人の割合 平成２６年度 9.1％⇒令和元年度 13.8％）一

方、参画しなかった理由としては「参画の方法がわからない」「募集を知らなかった」

「時間的余裕がなかった」との回答が多くあります。（図９,10 参照）

【図８ 市民協働参画（パートナーシップ）の認知度】 【図９ 市政への参画の経験】

【図 10 参画しなかった（できなかった）理由】
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資料：下関市市民協働参画に関する意識調査（令和元年度）




